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花育活動に想う
最近、興味深いデーターを見ました、それは、子供の頃の経験とその
後の花に対する行動で、子供の頃に定期的又は時々室内に花が飾られて
いた、庭に花が咲いていたという人は、一年間に花を購入した人は70％
以上であり、子供の頃に花が身近に無かったという人は30％台である。
親が花に親しんでいた家庭の人は、時代が変わっても、花に親しみ、親が
花に無関心な家族は、花に興味などないのです。花のすばらしさを知り、
花に親しむ、血筋、DNAがあるのです。このDNAを変えて花の消費拡大
につなげるには多くの時間と費用とエネルギーが必要です。
私的発言ですが、幼児、児童の花育活動の効果は早くても20年後？

と思っております。2025年には1000億円の花市場規模の減少との試算
もあるなかで、花き業界の多くの会社は20年30年後まで現在の経営体質を維持できるのでしょうか。
また、行政は花育運動は推奨するが、予算化、助成はゼロ。業界の尻を叩き、お上は旗を振るだけなのか、
教育現場の現況は教材業者の朝顔の栽培キットなどを配布するのが精一杯の花育活動か？
行政にはどれだけ期待するわけではないが、長期的な体質改善も必要だが、速効性のある政策は考え
られないものか。そして、花き業界にも「緊急経済対策」は必要である。例えば、植物はエコ商品と云う
ことで、エコポイントの対象になるとか。夢のまた夢ですね。
弊社の花育活動を紹介しよう。地域周辺の小学校の２年生は我が店舗まで徒歩遠足？を兼ねてお買い
物体験。花苗、野菜苗を簡単な説明を開いてから買い求めていただきます。今年は４校が来られ、その
時は児童で賑わい、スタッフは汗だくである。好評のため恒例となっている。挨拶の良い学校、各自が
マイバッグを持ってくる生徒など、学校教育、教師の質の差がはっきりと現れる。そして毎年夏休み
最初の土曜日には、店内の園芸講座で親子ガーデニング教室を開催し好評です。また、秋にはこれは地元
で業界の主催ですが子供対象にフォックスフェイスに目や鼻や口を書いたり、フラワーバスケットを
作ったりして喜ばれており、その企画、運営もしております。
それぞれ、各社が身の丈にあった、花育活動を実行することにより、地域社会に貢献することにより、
廻りまわって業績につながり、信頼と実績が得られるのです。行政が旗振りするから行動するのでは
なく、良い事は自ら進んで行動しよう。「善因善果」「善因楽果」「先憂後楽」「因果報恩」

グリーンプラザ  石川　昇

今月のコラム
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６つのグループ討論では、全員が今年の状況や来年以降の戦略が活発に話し合われた。

“ポタジェガーデン”で勝ち抜く新ワークショップ商談会シリーズ第2回

「今年の春の野菜売り場での成功事例」に67人の盛況
第1回‘ポタジェガーデン’で勝ち抜くワークショップ

当会では、ポタジェガーデンを普及を目指し、今年度は「種苗、用土、薬剤、肥料、資材」などの野菜栽培ノウ
ハウを取得し、それを武器に小売りからエクステリア・造園業まで、幅広い分野でビジネスの拡大を図ること
を目的としたワークショップを、全国で年間４～５回の開催を予定していますが、その第１回が７月22日午後、
予定の60名を上回る67名が参加して京都テルサで行われました。
今年の春の園芸は、野菜苗に力を入れた小売りでは、野菜関連の売上げは前年比2桁増は当たり前、といった中
で開かれましたが、最初の１時間は６つのグループに分かれ、それぞれのグループでテーマを決めて参加者全員
が意見を交換しました。
第２部では、各グループの討論内容の発表に続いて、コーディネーターの水野副会長からプレゼンテーターや
参加者に対して質問が投げかけられて進められました。
最後に、丸山総務委員長がとりまとめを行いワークショップは終わりましたが、プレゼンテーターが著名な
野菜苗・資材のメーカーで、また、参加者も野菜ビジネス最前線の人たちということもあって、「こんなに中身
の濃いセミナー（ワークショップ）は初めて」という声が聞かれました。名刺・情報交換会には40名が参加し、具体
的な商談も行われていました。

パネルディスカッションでは、会場からの質問も多く出され、疑問点などを１つ１つ解明していった。

失敗しない今後の野菜戦略…極秘情報満載！（仮）

日　時  平成21年9月29日（火）午後13：30～16：50
場　所  蓼科・バラクライングリッシュガーデン（長野県 八ヶ岳）　
参加者  全国の園芸店、ホームセンター、その他小売店、業界関係企業
名刺・情報交換会  業界人100名大集合

シリーズ第２弾は、秋のフラワートライアルが定着した八ヶ岳が会場です。9月の28～ 30日に、種苗、生産
農場など約20社が展示会を開き、小売店、生産者にとっては見逃せない3日間です。
会場の、20周年を来年に控えたバラクラは、同ガーデンに年間20万人の来場者、名刺・情報交換会は、フラワー
トライ参加者と合同、100名大集合を予定。詳細は近日ご案内。ご予定ください。

“ポタジェガーデン”で勝ち抜く新ワークショップ商談会シリーズ第3回
ガーデン設計から菜園設計へ…ガーデンデザイナーからの提案！
日　時  平成21年11月11日（水）午後13：30～16：50
場　所  千葉市
参加者  エクステリア、造園、設計施工、業界関係者

プレゼンテーター：㈱JA東海グリーン 前田 悟、㈲角田ナーセリー 田村 文、㈱花ごころ 前田 勇夫、
㈱ハイポネックスジャパン 吉田 健一、クラーク㈱ 武藤 英司氏、アップルウェアー㈱ 堤 充弘の各氏
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